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1 月 24 日（土）に東大阪クリエイターズプラザにて、東大阪市教育フォーラムを開催し、本市の学校教育にお

ける重点的な取組みと、その成果と課題について共有することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
       参加者によるアンケート結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

東大阪市教育委員会 学校教育推進室  令和 8 年 3 月 2 3 日 

〒5 7 7 -8 5 2 1  東大阪市荒本北一丁目 1 番 1 号 TEL0 6 －4 3 0 9 －3 2 6 8  

   令和 7 年度 東大阪市教育フォーラム 

      ～本気で夢中になる教育・学びについて考える～ 

【第Ⅰ部】実践報告・パネルディスカッション 

「学びの深化 STEAM 探究教育 3 年間を経て」 

「子どもの探究的な学びをより充実させるために」 

（市立学校園教職員・市教委指導主事） 

参加者の感想 

●幼・ 小・ 中での探究は素晴ら し い取り 組みを さ れている こ と を 実感し ま  

し た。 導入や動機づけを ど のよ う にし ている か知り たいと 思いま し た。  

（ 教職員よ り ）  

●就学前の学びが小学校以降のど のよ う な学びに繋がっ ている のかと いう  

こ と が、 と ても よ く 分かる 報告でし た。 実践を 通し て、 就学前教育におけ 

る 環境構成の大切さ がよ く 分かる 報告でし た。（ 教職員よ り ）  

●幼児教育に携わっ ておら れる 先生方が、 遊びの中に色んなこ と を 考えて 

取り 組ま れている こ と を 知る こ と ができ ま し た。（ 保護者よ り ）  

【第Ⅱ部】講演【オンライン】 

「授業者、保育者が探究を深める実践において大切にしたいこと」 

【今井むつみ教育研究所 所長 今井むつみ 先生 

（慶応義塾大学 名誉教授）】 

参加者の感想 

●生き た知識と は何か、 誤っ た概念や間違いは悪いこ と ではなく 、  

自分で気づいて修正する こ と が大事と いう と こ ろ が、 印象に残り  

ま し た。（ 教職員よ り ）  

●やはり 自分で学ばないと 、 与えら れる 知識だけでは学びにはなら ないと 思いま し た。 様々な体験から 自

ら 理解を し ていく 。 教師はその環境を 整える こ と が大切だと 思いま し た。（ 教職員よ り ）  

●生き た知識と は何か、 ま たど のよ う な思考力が必要なのかが非常によ く 分かり ま し た。 経験と 知識を つ

なぐ こ と は、 AI にはでき ないと いう のが印象的です。（ 教職員よ り ）  

●自分の知識から 仮説を 作り 、 検討し 、 絞り 込むこ と が必要。 自分の知識から 仮説を 作り 、 検討し 、 絞り

込んでいく と いう お話が子ど も たちの学習の習得にも 通じ る んだなと 思いま し た。（ 保護者よ り ）  

教職員（市立幼稚園・小学校）による 

パネルディスカッション 

教職員（市立幼稚園・小学校）による報告 

今井むつみ先生による講演【オンライン】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
園児・児童・生徒が円滑に学校園生活を過ごせるよう、『東大阪市立障害児者支援センター 

（レピラ）』に協力いただき実施する事業です。 

 

 巡回相談 巡回指導 

事
業
の
概
要 

東大阪市立障害児者支援センターの児童指導員
が、園児・児童・生徒の学校園での様子（ 授業・保育
等）を観察し、学校園における指導をはじめ、子どもの
発達障害に係る特性をふまえた個別の支援内容や環
境づくり等について学校園や保護者と共に考え、助言
を行います。 

また、学校園の支援体制の見直しや、学校園全体
の支援の手立てを探るきっかけとするなど、「 先生方
への支援」も目的の 1 つとしています。 

東大阪市立障害児者支援センターの理学療法士
( ＰＴ) 、作業療法士( ＯＴ) 、言語聴覚士( ＳＴ) が、園児・
児童・生徒の肢体の機能や言語面等の課題に応じた
生活介助や支援方法、また機能訓練等について指導
助言を行います。 

この巡回指導は、就学前及び就学後の一貫した指
導を行うため、定期的・継続的な制度として行っていま
す。 
 

対
象 

発達障害の診断を受けている園児・児童・生徒 主として肢体不自由のある園児・児童・生徒 

回
数 

計 3 回（申し込み年度 2 回、 次年度 1 回※） 
※年長、小 6 、中３で申し込んだ場合、次年度の巡回は原則ありません。 

年間１～２回 

内
容 

【2 0 分間の観察】 
通常学級、支援学級等本人の課題がよりわかる場
面で設定 
 

【5 0 分間の相談・指導助言】 
個別の連絡票と参観の様子を基に具体的な支援に
ついての助言 

 

【4 5 分間の協議・指導助言】 
PT、OT、S T が教職員や保護者などから相談を受
け、身体の状態の確認等を通して訓練方法等につ
いて指導助言を行う。 

【指導例】 
・姿勢保持のための体幹トレーニング方法 
・お箸をもてるようにするための手の機能訓練方法 
・絵カードを使用した言語訓練方法 

令和８年２月３日（火）、生徒会交流会が東大阪市議会議場にて開催されました。 
生徒会交流会は、各校の生徒会役員が中学校区間のつながりを築き、東大阪全体のチーム力を高めるため

に毎年開催されています。今年度は市内全中学校と日新高校の生徒会役員に加え、孔舎衙小学校・孔舎衙東
小学校児童会役員も参加しました。 

第１部は、児童生徒がワールドカフェ形式での対話を通して、各校における児童会・生徒会の取組みを交
流しました。 

第２部の前半は、今年度本市の代表として「大阪府生徒会サミット」に参加した弥刀中学校生徒会から、
サミットの報告があり、次に、孔舎衙中学校区の発表では、児童会と生徒会が連携した「給食ビンゴ」や
「季節やいろいろな国のあいさつを取り入れたあいさつ運動」などの実践報告がありました。主体的に取り
組んでいる子どもたちの様子がわかるいい発表内容でした。 

後半は、中学校５校から、子どもたちが「めざす子ども像」について主体的に考え、「アイシティエコプ
ロジェクト」「いいちょこみっけ」「クリーン作戦」「募金活動」「学校を科学する」など、生徒会が中心とな
り児童会も巻き込んだ取組みについて、それぞれの工夫が見られた発表となっていました。生徒たちは、各
校の発表に対して積極的に質疑を行い、例年以上に活発な生徒会交流会となりました。 

参加した児童生徒からは、「他校の生徒と交流し、取組みを知ることができた。」「議場での発表は緊張し
た。」「他校の発表を聞くことができて参考になった。」「学んだことを自校の取り組みに生かしたい。」など
の感想が聞かれました。 

 
 

第１部 ワールドカフェの様子 第２部 野田市長からの挨拶 第２部 孔舎衙中学校区の発表 みんなで集合写真！ 


